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第１学年 数学科学習指導案

平成24年11月22日5校時

指導学級 1年4組

指 導 者 T1 針生 丈志

T2 庄子 怜

場 所 1年4組教室

１ 単元名 「資料の散らばりと代表値」

２ 単元の目標

目的に応じて資料を収集して整理し，その資料の傾向を読み取ることができる。

３ 単元について

(１) 単元観

本単元は，中学校学習指導要領数学Ｄ(１)に基づいている。急速に発展しつつある情報

化社会においては，確定的な答えを導くことが困難な事柄についても，目的に応じて資料

を収集して処理し，その傾向を読み取って判断することが求められるそのために必要な基

本的な方法を理解し，これを用いて資料の傾向をとらえ説明することを通して，統計的な

見方や考え方を培うことがねらいである。小学校では，棒グラフ，折れ線グラフ，円グラ

フ及び帯グラフを学習し，度数分布を表やグラフに表したり，資料の平均や散らばりを調

べるなどの活動を通して，統計的に考察したりしてきている。本単元では，これらの学習

の上に立って，資料の収集，整理する場合には，目的に応じた適切で能率的な資料の集め

方や，合理的な処理の仕方が重要であることを理解できるようにする。さらにヒストグラ

ムや代表値の必要性と意味を理解し，それらを用いて資料の傾向をとらえ説明することで，

その傾向を読み取る。またそれらの情報を総合的に判断して，自分なりの考え方を説明す

る力を養うために適した教材である。

(２)生徒観
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(３)指導観

この単元では，資料を整理し処理するためのヒストグラムや代表値の統計的な手法につ

いて理解させ，その適切な用い方や陥りやすい誤りについても学習させたい。その際，統

計的な手法を用いるのは，不確定な事象について，資料の傾向を読み取るためであること

を重視し，ヒストグラムを作ったり代表値を求めたりすることだけが学習の目標にならな

いようにする。また，本校の生徒にとって，身近な題材を用いることで，より関心を持っ

て学習活動に取り組めるようにしていきたい。

レディネステストの結果から，度数分布表をつくったり，代表値を求めたりする活動は

くり返し練習させることで，基礎基本が定着するよう指導していきたい。

ヒストグラムや度数折れ線などのグラフを書く際には，階級の幅によって，グラフの形

状が変わるため，課題に合わせて適切な幅を設定する必要があることに留意させたい。

代表値として，平均値，中央値(メジアン)，最頻値(モード)について学習する。代表値

として平均値がよく用いられるが，分布の形状によって平均値を用いることが，必ずしも

適切ではない場合もあることを指導したい。

資料の傾向をとらえ説明することについては，ヒストグラムや代表値を用いて，その資

料の傾向を読み取り，自己の判断を説明し伝え合う活動を大切にしていきたい。その際に，

判断が当たるかどうかではなく，グラフの形や代表値を用いて，何を根拠にして資料の傾

向とらえたのかを明らかにして説明することができるように指導していきたい。
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４ 研究テーマに関わって

今年度の本校の研究テーマは次の通りである。

数学科における，生徒同士の「関わり合う活動」を「問題の解き方を教え合う活動」と

「課題を考察する際の意見交換の活動」と定義し，授業に取り入れている。特に１学年で

は，「問題の解き方を教え合う活動」に重点を置き，日々の授業において，これを積極的か

つ効果的に取り入れる手段として，「サポートティーチャー(ST)」という活動を行ってい

る。「ST」は問題演習を行う際に，早く演習の終わった生徒を ST に任命し，ST に任命さ

れた生徒が他の生徒の丸付けとアドバイスを行う活動である。この活動を通して，教えら

れる生徒のみならず，ST も他の生徒に適切なアドバイスをすることで，学習内容をより深

く理解することができると考えている。また，生徒が丸付けを行ってる間に教員も机間指

導を行い，学習に遅れのある生徒を支援していく。これらの活動を通して，一人でも多く

の生徒が基礎・基本を定着できるよう，きめ細やかな指導を行っていきたい。以下に ST

活動に関するアンケートを取り，結果をまとめた。

ST(サポートティーチャー)活動について

(1) 「STの時間は楽しいと思いますか？」 (2) 「STの生徒にもらうアドバイスは分かりやす

いと思いますか？」

(3) 「STの時間は自分の力になると思いますか？」

記述アンケートの結果

・先生だけじゃなく友だちからも教えてもらえるから分かりやすい。

・ST活動は集中力を高められるのでよいと思う。

・自分はSTになったことがないけれど，丸付けの人は楽しそうにやっていて，それが学力向

上になると思う。

・STがいると分からないところを教えてもらうことができてよいと思う。

・友だちが丸付けしてくれるとスムーズだし，優しく教えてくれるからよいと思う。

サポートティーチャー活動についてのアンケート結果である。すべての質問に対して，「そ

う思う」「少しそう思う」と答えた生徒が，8 割程度であることから，生徒が ST 活動に概

ね意欲的に取り組んでいることが分かる。

学習意欲を高め，基礎・基本の定着を図る学習指導の一試み

─関わり合う活動を取り入れた指導過程の工夫─
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５ 指導計画（本時５／１１時間）

観点別評価
時間 学習目標 指導内容 関わり合う活動

関 見 技 知

1 ○資料を整理するこ ・何時何分発のバスに乗ればよいか ○ ○

とに関心を持ち， を判断するために，所要時間を整

その資料を度数分 理させる。

布表やヒストグラ ・度数分布表や階級，階級の幅，度

ムに整理し，分布 数の意味を理解させる。 ・ST 活動

の様子や特徴を読 ・資料を度数分布表に整理させる。

み取ることができ ・度数分布表からヒストグラムや度

る。 数折れ線をかかせる。 ・グループ

・度数分布表やヒストグラムから， 活動

2 資料の分布の様子や特徴を読み取 ○ ○

らせる。

・相対度数の意味を知り，その必要

性を考えさせる。

・度数分布表から相対度数を求め

させる。

・相対度数の表から，資料の分布の

様子や特徴を読み取らせる。

○範囲や代表値の意 ・範囲の意味を知り，それを求めさ ・ST 活動

3 味を知り，資料を せる。 ○ ○

範囲や代表値に着 ・代表値の意味を理解させる。

目して，資料の傾 ・平均値，中央値(メジアン)，最頻

向を読み取り，説 値(モード)の意味を理解させ，そ

明することができ れらを求めさせる。

る。 ・範囲や平均値，中央値，最頻値を ○

4 用いて，資料の特徴を調べさせり，

二つの資料を比較したりさせる。 ・グループ

・目的や資料の様子に応じて，用い 活動

る代表値を適切に選ぶ必要がある

ことを理解させる。

・これまで調べたことを基に導入の

課題を自分なりに考え，説明させ

る。

○これまでの既習事 ・MP 学習の進度状況について，自 ・ST 活動

5 項(ヒストグラムや 分のクラスと学年の傾向を比較さ ・グループ ○ ○

代表値など)を適切 せ，自分のクラスの特徴を読み取 活動

本 に用いて，身の回 らせ，発表させる。

時 りの事柄について ・MP10 教材ごとにかかった時間の

資料の傾向を読み 資料について整理させ，特徴を読

取り，自分なりに み取らせ，グループで話し合い活

説明することがで 動をさせる。

きる。 ・これから MP 学習活動のどのよう

に取り組んでいくかについて話し

合わせ，発表させる。
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○学習内容を確認す ・基本の問題に取り組ませる。 ・ST 活動

6 る。 ○

○近似値や誤差の意 ・近似値や誤差の意味を理解させ

7 味やａ× 10 ｎの表 る。 ○ ○

し方について理解 ・真の値を，不等号を用いて表わせ

することができる。 させる。

・誤差の絶対値の大きさを考えさせ

8 る。

・有効数字の意味を理解させる。

・近似値を(整数部分が一桁の数)×

(10 の累乗)の形に表わせさせる。

・有効数字の最終けたが 0 のときの

表し方を理解させる。

○学習内容を確認す ・基本の問題に取り組ませる。 ・ST 活動

9 る。 ○

○学習内容を適用し ・章の問題に取り組ませる。

10 て，問題を解決す ○

る。

○学習内容の定着を ・単元テストに取り組ませる。

11 確認し，理解を確 ○

実にする。

６ 観点別評価規準

数学への関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 数量や図形などについての

知識・理解

様々な事象についての ヒストグラムや代表値な 資料を表やグラフに整 ヒストグラムや代表値の

資料を収集して整理し どについての基礎的・ 理したり，代表値を求め 必要性と意味，相対度

たり，ヒストグラムや代表 基本的な知識及び技能 たりするなど，技能を身 数の必要性と意味，誤

値などを用いてその傾 を活用しながら，事象を に付けている。 差や近似値の意味など

向を読み取ったりするな 見通しをもって論理的 を理解し，知識を身付

ど，数学的に考え表現 に考察し表現したり，そ けている。

することに関心をもち， の過程を振り返って考

意欲的に数学を問題の えを深めたりするなど，

解決に活用して考えた 数学的な見方や考え方

り判断したりしようとして を身に付けている。

いる。
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７ 本時の指導

(１) 本時の目標

・MP 学習 10 教材ごとのかかった時間を集計した資料について，傾向を読み取り，自分

なりに説明することができる。【見方・考え方】

・資料の整理の際に，度数分布表，ヒストグラムを正しく作り，代表値を求めることが

できる。【技能】

(２) 指導にあたって

本時の授業は度数分布やヒストグラム，代表値などから自分なりに資料の特徴を読み取

り，根拠を明らかにして説明する学習を行う。既成の教材を使用するのではなく，生徒に

とってより身近な教材を用いることで，学習意欲が高められると考えた。そこで本時は，

本校の特色である「MP 学習」を題材として取り上げた。MP 学習は算数数学スモールステ

ップ教材を生徒それぞれが自分の力に合わせて進めていく学習である。数学の主に計算力

を高めるための学習であるが，本校ではそれ以上に一定時間課題に黙々と取り組む集中力

を身に付けること，目標を設定し，それをやり遂げたときの達成感を得ることが MP 学習

の意義であると考えて，活動に取り組ませている。本時の学習では，４月から１０月まで

の，生徒一人一人の進度を集計した資料と１０教材ごとのかかった時間についての資料を

これまの既習事項を生かして自分なりに分析しながら，今後の課題や目標設定の動機づけ

になるように授業を展開していきたい。その際に，分析の仕方の正誤を問うのではなく，

どのデータに注目し，そこから何を読み取るかを，自分なりに根拠を明らかにして発表で

きたかに重点を置いて指導したいと考えている。

(３) 本時と校内研究との関わり

関わり合う活動を通して，基礎基本の定着を図るために，代表値を求める場面では，これまで積み上

げてきた ST 活動により，全員が正しく代表値を求められるようにする。そしてクラスの傾向を読み取

る場面では，グループ活動で互いに意見を共有することで，様々な発見がある学習しにしていきたいと

考えている。

(４) 指導過程

段階 学習活動 予想される生徒の反応 指導上の留意点 評価
観点と方法

導 ○本日の課題提示 ・本時のねらいを簡潔に説
入 明する。【T1】

・まずは資料とヒストグラ
ムを提示する。(ICT活用)

○資料 1(4 月～ 10 月 ・自由に予想させる。 ・以下の発問に生徒が答え
の進度枚数)から，４ るごとに，新たな情報を
組の特徴を読み取る。 表示していく。【T2】

※別紙参照

発問①「４組のヒスト ・オ(散らばっているから) ・１つ１つの発問は，あま
グラムはどれでしょ ・イ(少ない人が多いから) り深めず，生徒にも直感
う？」 ・ア(400枚以上がいるから) で答えさせ，テンポよく

・ウ(全体的に高いから) 授業を展開する。【T1】

MP学習について，MPに関する資料をもとにし

て，これまでの取り組みを振り返り，これからの

学習について考えよう。
(10分)
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発問②「平均値の高い ・生徒とのやりとりの中で，
クラスは何組でしょ これまでの既習事項(代表
う？」 値の意味，グラフの形か

ら読み取れることなど)に
簡潔に触れる。【T2】

発問③「他のクラスと ・比較的平均が高いから，
比較して，４組にはど 頑張っている方
んな特徴があります ・他のクラスに比べて，
か？」 散らばっているから，

頑張っている人とそう
でない人の差が大きい。

○資料 2(A 教材とB ・実際に，MP 学習集計表
教材について,10 枚 なども見せ，何をもとに
ごとにかかる時間)を 作ったデータであるかを
提示する。 確認する。(ICT 活用)

※別紙参照 【T1】
・ワークシート②を配布す
る。【T2】

展 ○《演習》 ・度数分布表 ・X さんの資料を整理【担 ・評価Ⅱ
開 当 T1】する生徒と Y さ (丸付け，観

資料 2 を整理する。 ん【担当T2】の資料を整 察，ワーク
(ST活動) 理する生徒に分ける。 シート)

・ST 活動で,全員が整理で
・度数分布をつくる。 きることを目標とし，演
・ヒストグラムをつく 習が終わった生徒は周囲
る。 の生徒を支援するよう指

・代表値を求める。 示する。
・教員は机間指導で作業が
遅い生徒を支援する。

・ ヒストグラム
X さん Yさん ・作業の遅れている生徒に

は資料の合計値を教える。

・代表値

○グループで，X さん ・それぞれの代表値がどう
と Y さんのデータを であったかも確認させる。
互いに見せ合う。 【T1】

○ X さんと Y さんを ・X さんの方が中央値や最 ・何を根拠にして，判断し ・評価Ⅰ
比較してそれぞれの 頻値が小さく，計算が速 ているのかを表現するよ (観察，ワー
特徴を読み取る。(個 い。 う 声がけをする。【T1】 クシート)
人活動) ・Y さんの方がグラフの散 ・手の進まない生徒には穴

らばりがなく，一定の時 埋め形式の「自分の考え
発問④「２人の資料を 間で計算している。 記入用紙」を配布し支援
比べて，それぞれの特 ・X さんの方が６分以内で する。【T2】
徴をあげてみよう。」 計算している時が多いの

で速い。

・グラフの様子や中央値を
比較すると X さんの計算
時間が速い。

・グラフの様子を見ると Y

X さん Y さん

平均 11.5 11.5

中央 10.0 11.0

最頻 10.5 7.5

(35分)

Xさん(回) Yさん(回)
3 ～ 6 6 1
6 ～ 9 9 13
9 ～ 12 11 10
12 ～ 15 3 7
15 ～ 18 5 4
18 ～ 21 0 2
21 ～ 24 2 3
24 ～ 27 1 0
27 ～ 30 3 0

40 40

階級(分)
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さんは計算時間が安定し
ている。

・平均値が一緒なので，ど
ちらも変わらない。

○ グループで ・グループのリーダーから ・評価Ⅰ
話し合う。 順に発表させる。【T1】 (発表，観察)

発問⑤「X さん，Y さ (改善点) ・X さんとY さんどちらの
んそれぞれの良いとこ ・X さんは，21 分以上かか 取り組みを評価するか，
ろをまとめ，今後の改 らないように集中して取り その根拠を明らかにして
善点を話し合おう。」 組む。 話し合わせる。【T1】

・Y さんは，6 分以内で計 ※多数派の意見に流れるの
算できる回を増やす。 ではなく，どちらの意見

も大切にするよう声がけ
をする。【T2】

・話し合いで出てきた意見
をリーダーはまとめるよ
う指示する。【T1】

○グループごとに発表 ・各グループのリーダーに，
する。 まとめたことを簡潔に発

表させる。【T1】
・片方に大きく支持が傾い
た場合は，反対の良い所
に気づかせて，多様な考
えを持たせるようにする。

※時間がない場合は，発表
は次回に持ち越す。

振 ○本時の学習を振り返 ・４組は，頑張っている人 ・資料１と資料２で気づい
り る。 も多いが，あまり進んで たことをもとにして，MP
返 いない人も多いので，み 学習に取り組む際に，大
り 発問⑥「資料１,２から， んな家MPを頑張る。 切なことは何かまとめさ

これから MP 学習に取 ・X さんのように，簡単な せる。【T1】
り組んでいく上で大切 ものはできるだけ速く，

なことは何か。」 難しいものは丁寧に計算

するとよい。

・Y さんのように，いつも

集中して学習に取り組め

るよう，できるだけ集中

を切らさずに同じペース

で計算をするとよい。

（５）評価

観点別評価規準

評 観点 評価規準(B) 判断基準 Bに達しない生徒への支援

価 十分満足できる(A)

数学的な見方 資料の傾向を読み取り，自 資料の傾向を読み取 説明の仕方の穴埋め形式のモデ

Ⅰ や考え方 分なりに説明することがで り，根拠を明らかに ルをつくり，それにしたがって

きる。 して説明することが 説明させる。

できる。

数学的な技能 度数分布表，ヒストグラムを正 より速く正確に，度数分 教師による机間指導と，ST 活

Ⅱ しく作り，代表値を求めること 布表，ヒストグラムを作 動による生徒同士の教え合いに

ができる。 り，代表値を求めること よって支援する。

ができる。

(5分)
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(６)板書計画

資料１ 資料２

４組の特徴

（７）準備物

デジタルテレビ・パワーポイント・実物投影機・ワークシート

X さん Y さん

平均 11.5 11.5

中央 10.0 11.0

最頻 10.5 7.5

MP学習について，MPに関する資料をもとにして，これまで

の取り組みを振り返り，これからの学習について考えよう。

Xさん Yさん

小
さ
い
順
に
並
べ
替
え
た
資
料

デ

ジ

タ

ル

テ

レ

ビ

0

2

4

6

8

10

12

14

3～ 6～ 9～ 12～ 15～ 18～ 21～ 24～ 27～

0

2

4

6

8

10

12

14

3～ 6～ 9～ 12～ 15～ 18～ 21～ 24～ 27～



１学年 数学科 「資料の散らばりと代表値」

本時の授業 ワークシート① １年 組 番 氏名

資料１「MP学習の進度数(各クラス)」の資料から読み取ったこと

私たちのクラスの特徴は

資料２「10教材ごとのかかった時間」の資料から読み取ったこと

２人の資料を比較すると

本時の授業を振り返って



１学年 数学科 「資料の散らばりと代表値」 本時の授業 ワークシート② １年 組 番 氏名

MP集計表から，1年生のXさん，Yさん２人の『10教材ごとにかかった時間』を資料にしました。
資料 この資料を整理して，Xさん，Yさんの『MP学習の取り組み方』の特徴を読み取って見みましょう。

教 材 X さ ん Y さ ん 度 数 分 布 表
( 分 ) ( 分 ) X Y

1 ～ 1 0 3 7 3 5
1 1 ～ 2 0 7 5 4 6 X さ ん Y さ ん
2 1 ～ 3 0 5 8 4 6 代 表 値
3 1 ～ 4 0 6 8 5 6
4 1 ～ 5 0 9 7 5 7
5 1 ～ 6 0 1 2 1 1 5 7 平 均 値
6 1 ～ 7 0 1 1 8 6 7
7 1 ～ 8 0 4 8 6 7
8 1 ～ 9 0 6 9 6 8 中 央 値
9 1 ～ 1 0 0 7 6 6 8

A 1 0 1 ～ 1 1 0 4 7 7 8
1 1 1 ～ 1 2 0 5 9 7 8 最 頻 値
1 2 1 ～ 1 3 0 9 6 7 8
1 3 1 ～ 1 4 0 1 5 8 8 8
1 4 1 ～ 1 5 0 5 9 8 9
1 5 1 ～ 1 6 0 6 8 9 9
1 6 1 ～ 1 7 0 9 7 9 9 ヒ ス ト グ ラ ム
1 7 1 ～ 1 8 0 6 6 9 9
1 8 1 ～ 1 9 0 1 2 1 1 9 1 0
1 9 1 ～ 2 0 0 1 1 1 1 9 1 1

1 ～ 1 0 9 1 0 1 1 1 1
1 1 ～ 2 0 2 7 1 4 1 1 1 1
2 1 ～ 3 0 9 1 3 1 1 1 1
3 1 ～ 4 0 1 1 1 5 1 1 1 1
4 1 ～ 5 0 2 1 1 3 1 1 1 3
5 1 ～ 6 0 7 1 1 1 1 1 3
6 1 ～ 7 0 1 3 1 3 1 2 1 3
7 1 ～ 8 0 8 1 4 1 2 1 4
8 1 ～ 9 0 1 1 1 5 1 3 1 4
9 1 ～ 1 0 0 1 6 2 1 1 5 1 4

B 1 0 1 ～ 1 1 0 8 9 1 5 1 4
1 1 1 ～ 1 2 0 1 1 1 1 1 5 1 5
1 2 1 ～ 1 3 0 1 5 1 4 1 5 1 5
1 3 1 ～ 1 4 0 1 1 1 6 1 6 1 6
1 4 1 ～ 1 5 0 1 5 1 4 2 1 1 6
1 5 1 ～ 1 6 0 2 2 1 6 2 2 1 9
1 6 1 ～ 1 7 0 2 4 1 9 2 4 1 9
1 7 1 ～ 1 8 0 1 5 1 9 2 7 2 1
1 8 1 ～ 1 9 0 2 8 2 3 2 7 2 1
1 9 1 ～ 2 0 0 2 7 2 1 2 8 2 3

Xさん(回) Yさん(回)
以上 未満

3 ～ 6
6 ～ 9
9 ～ 12

12 ～ 15
15 ～ 18
18 ～ 21
21 ～ 24
24 ～ 27
27 ～ 30

階級(分)

計

(回)

13

(分)3018 21 24 27

12
11
10
9
8
7
6
5
4
3

0 3 6 9 12 15

1
2

小さい順

(回)

13

(分)3018 21 24 27

12
11
10
9
8
7
6
5
4
3

0 3 6 9 12 15

1
2



グ ル ー プ 活 動 ワ ー ク シ ー ト

Xさん Yさん

良
い
と
こ
ろ

今
後
の
改
善
点



自分の考え記入用紙

① ヒストグラムの形，代表値(平均値，中央値，最頻値)など，何に注目して読み取るかを決める。

② どんな違いがあるかを読み取る。

③ 「どうしてそのような違いが生まれたか」その理由を予想する。(考察)

ヒストグラムを見ると，○さんの時間は

なので，

値を比べると，○さんの方が ので



資料１

4月～10月までのMP教材の進度枚数(枚)

1組 2組 3組 4組 5組
210 190 190 450 400 １組 ２組 ３組 ４組 ５組
290 340 310 390 110 50 ～ 0 0 0 0 0 4 4 0.8
360 320 380 220 70 100 ～ 50 0 1 0 0 2 3 0.6
270 340 270 220 420 150 ～ 100 3 1 0 0 2 6 1.2
230 260 330 460 140 200 ～ 150 4 3 1 2 2 12 2.4
440 330 260 270 9 250 ～ 200 5 6 5 8 3 27 5.4
240 400 320 240 400 250 6 3 7 6 5 27 5.4
340 240 200 310 290 300 4 6 5 6 1 22 4.4
350 140 200 210 420 350 5 5 7 3 1 21 4.2
240 300 380 290 290 300 ～ 400 5 5 3 2 8 23 4.6
140 400 600 220 220 350 ～ 450 1 1 1 4 0 7 1.4
150 300 200 290 190 400 ～ 500 0 1 1 0 1 3 0.6
260 360 480 490 520 450 ～ 550 0 0 0 1 3 4 0.8
230 390 250 150 160 500 ～ 600 0 1 1 1 1 4 0.8
300 360 370 210 400
290 160 280 600 560 　 33 33 31 33 33 163
190 220 250 250 200 １組(ア) ２組(イ) ３組(ウ)
390 600 440 400 570
440 240 280 380 30
460 230 390 300 580
410 490 290 260 11
330 270 320 580 11
260 220 540 290 400
350 200 240 460 340
150 350 400 220 410
170 400 380 420 370
130 520 350 300 260
440 400 370 340 60
120 160 330 310 250
400 370 210 330 250
270 60 190 690
340 260 400 380 200
370 420 200 410

４組(エ) ５組(オ) 全

289.7 310.3 329.4 322.1 292.2
220.0 190.0 220.0 200.0 230.0
225.0 175.0 225.0 225.0 275.0

平均

中央

最頻

全

308.5
210.0
175.0

階級の幅(枚)

全体

(人)
14 
 

12 
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(枚) (枚) (枚) 



資料２ 参考

10教材ごとにかかった時間についての資料
度数分布表(階級の幅３) 度数分布表(階級の幅２)

Xさん Yさん
1 ～ 10 3 7 Xさん(回) Yさん(回) Xさん(回) Yさん(回)

11 ～ 20 7 5 3 ～ 6 　　　　6 6 1 26 ～ 28 28 3 0
21 ～ 30 5 8 6 ～ 9 　　　　9 9 13 24 ～ 26 26 0 0
31 ～ 40 6 8 9 ～ 12 　　　　12 11 10 22 ～ 24 24 1 1
41 ～ 50 9 7 12 ～ 15 　　　　15 3 7 20 ～ 22 22 2 2
51 ～ 60 12 11 15 ～ 18 　　　　18 5 4 18 ～ 20 20 0 2
61 ～ 70 11 8 18 ～ 21 　　　　21 0 2 16 ～ 18 18 0 0
71 ～ 80 4 8 21 ～ 24 　　　　24 2 3 14 ～ 16 16 5 4
81 ～ 90 6 9 24 ～ 27 　　　　27 1 0 12 ～ 14 14 1 7
91 ～ 100 7 6 27 ～ 30 　　　　30 3 0 10 ～ 12 12 9 5

101 ～ 110 4 7 40 40 8 ～ 10 10 4 5
111 ～ 120 5 9 6 ～ 8 8 5 10
121 ～ 130 9 6 4 ～ 6 6 7 4
131 ～ 140 15 8 2 ～ 4 4 3 0
141 ～ 150 5 9 Xさん
151 ～ 160 6 8 Xさん
161 ～ 170 9 7
171 ～ 180 6 6
181 ～ 190 12 11
191 ～ 200 11 11

1 ～ 10 11 10
11 ～ 20 27 14
21 ～ 30 9 13
31 ～ 40 11 15
41 ～ 50 21 13
51 ～ 60 7 11
61 ～ 70 13 13
71 ～ 80 8 14
81 ～ 90 11 15 Yさん Yさん
91 ～ 100 16 21

101 ～ 110 8 9
111 ～ 120 11 11
121 ～ 130 15 14
131 ～ 140 11 16
141 ～ 150 15 14
151 ～ 160 22 16
161 ～ 170 24 19
171 ～ 180 15 19
181 ～ 190 28 23
191 ～ 200 27 21

11.55 11.5
10 11

10.5 7.5

B

代
表
値

平均
中央
最頻

時間(分)
教材

A

階級(分) 階級(分)

計
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MP 学習について

○ MP 学習の進め方
①A教材(200枚)すべて100点を取る。
②A教材終了テストに合格する。
③B教材に進む

・
・

○ 教材例
教材名(A教材の191回目)。各教材は1～200回で構成されている。

１０教材終わるのに何分かかるかを記録する。
(27(分)－10(分)＝17分かかった。)

○ MP 学習集計表 生徒は各自自分の取り組みの様子をこの集計表に記録していく。

全問正解で

100 をもらうまで

何回もやり直す

(100点満点を積み上げる)

今回の授業で取り扱う題材

「A91～100まで４分かかった」



１学年 数学科

○ 【数学】の授業についてのアンケート

Ⅰ 「【数学】好きですか？」以下の質問で１番近い解答を選び，○で 囲んでください。

そう思う ・ 少しそう思う ・ あまりそう思わない ・ そう思わない

Ⅱ 「【数学】が分かったと感じるときは，どんなときですか？」以下の欄から選んでく

ださい。いくつ選んでもかまいません。

ア. 先生が説明してくれたとき イ. 友達が教えてくれたとき

ウ. 自分の力で問題が解けたとき オ. 自分の家で復習したとき

オ. 授業以外の時間に先生に教えてもらったとき カ. その他

カ.を選んだ人は，どんなときか書いてください。

Ⅲ 「ST(サポートティーチャー)活動について，以下の質問で１番近い解答を選び，○で

囲んでください。」

(1) 「STの時間は楽しいと思いますか？」

そう思う ・ 少しそう思う ・ あまりそう思わない ・ そう思わない

(2) 「STの生徒にもらうアドバイスは分かりやすいと思いますか？」

そう思う ・ 少しそう思う ・ あまりそう思わない ・ そう思わない

(3) 「STの時間は自分の力になると思いますか？」

そう思う ・ 少しそう思う ・ あまりそう思わない ・ そう思わない

○ 次の章のための準備テスト

１ たかしさんのクラスに 20 人いる男子の，通学時間について，次の問に答えなさい。

20 人の片道の通学時間（分）

2 13 7 1 12 13 8 16 18 5

10 4 21 11 8 14 26 22 17 6

(1) 右の表に，人数を書き入れなさい。 (2) 通学時間が短い人から数えて，10 番目

の人は何分ですか。

分

２ A，B，C の 3 人で，あるゲームをしました。そのときの得点は，A は 76 点，B は 89

点，C は 48 点でした。3 人の平均点は何点ですか。

平均 点

３
５
６
３
２
１
２０

11

71


